
おおたわら市 議会だより  令和 4 年 8月1日 （8）

質
問
：
市
単
独
補
助
金
の
対
象
と
し

て
、
市
長
は
現
在
５
割
補
助
の
給
食

費
補
助
は
取
り
や
め
る
方
向
性
を
示

さ
れ
ま
し
た
。
憲
法
第
26
条
第
２
項

「
義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
」
の
原

則
に
立
ち
、
学
校
給
食
の
無
償
化
に

戻
す
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
令
和
４
年
度
は
令
和
３
年
度

と
同
様
に
５
割
程
度
の
補
助
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
学
校
給
食
費
の
保

護
者
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
た

い
と
の
考
え
は
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
学
校
給
食
法
第
11
条
第
２
項
に

お
い
て
、
食
材
料
費
は
保
護
者
が
負

担
す
る
と
い
う
原
則
も
踏
ま
え
、
私

の
公
約
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
財
政
の

健
全
化
の
中
で
総
合
的
に
判
断
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問
：
愛
知
県
津
島
市
が
、
小
・
中

学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
の
給
食
の
完
全
無
償
化
を
発

表
し
、
財
源
と
し
た
の
が
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
で
す
。
政
府
が
総
合
緊

急
対
策
に
、
地
方
創
成
臨
時
交
付
金

で
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
自
治
体
の
取
組
を
支
援
す
る
方
向

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
い
か
が
か

伺
い
ま
す
。

答
弁
：
国
か
ら
提
示
が
あ
り
ま
し
て
、

た
だ
い
ま
給
食
費
と
か
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
事
業
案
を
調
整
し
て
い
る

所
で
す
。
調
整
つ
き
次
第
ご
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問
：（
１
）
本
市
の
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
２
）
元
利
償
還
金
の
80
％
が
普
通

地
方
交
付
税
の
算
定
に
用
い
る
基
準

財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
有
利
な

本
事
業
を
積
極
的
に
導
入
し
、
活
用

す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
関
連
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一

括
し
て
お
答
え
し
ま
す
。
辺
地
と
は

市
役
所
、
学
校
、
郵
便
局
、
医
療
機
関
、

バ
ス
停
留
所
ま
で
の
距
離
が
遠
隔
で

あ
り
、
交
通
条
件
に
も
恵
ま
れ
ず
、

他
の
地
域
と
比
較
し
て
生
活
条
件
に

不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
地
域
を
い
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
毎
年
度

点
数
化
し
、
辺
地
に
該
当
す
る
地
域

を
国
に
報
告
を
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
末
の
条
件
で
は
、
黒
羽
地
区

に
11
地
区
、
大
田
原
地
区
に
２
地
区
、

合
わ
せ
て
13
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
、
須
賀

川
地
区
で
は
清
水
橋
橋
梁
修
繕
工
事
、

大
神
地
区
で
は
市
道
大
神
福
原
線
道

路
改
良
事
業
、
藤
沢
地
区
で
は
市
道

大
田
原
喜
連
川
線
道
路
改
良
事
業
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
に

お
い
て
も
、
公
共
施
設
の
整
備
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
地
区
が
辺
地
の
条

件
を
満
た
す
場
合
に
は
総
合
整
備
計

画
を
策
定
し
、
辺
地
対
策
事
業
債
を

積
極
的
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
公
約
の
市
民
へ
の

５
つ
の
約
束
の
中
で
３
つ
目

「
子
ど
も
の
未
来
を
守
る
」

こ
と
に
つ
い
て
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産
業
振
興
及
び
生
活
基
盤
確
保

の
た
め
の
辺
地
対
策
事
業
債
の

積
極
的
導
入
に
つ
い
て

一般質問
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質
問
：
デ
マ
ン
ド
交
通
の
現
状
と
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
開
始
か
ら
９
年
が
経
過
し
、

湯
津
上
、
黒
羽
、
親
園
、
野
崎
、
佐

久
山
で
運
行
し
て
お
り
、
令
和
３
年

度
の
実
績
は
、
２
５
０
１
２
人
が
利

用
し
、
補
助
金
と
し
て
４
８
３
４
万

４
０
３
３
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
２
０
１
３
年
か
ら
こ
れ
ま
で
、

車
両
を
何
台
購
入
し
金
額
が
ど
の
く

ら
い
投
入
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

車
両
の
名
義
は
ど
こ
か
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
８
台
の
ワ
ゴ
ン
車
を
約
２
９

０
０
万
円
で
購
入
し
、
名
義
は
、
山

和
タ
ク
シ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
：
市
営
バ
ス
、
外
出
支
援
事
業

で
使
用
さ
れ
て
い
る
車
両
の
名
義
の

扱
い
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
ど
ち
ら
の
車
両
も
市
の
名
義

に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
：
市
の
事
業
と
し
て
考
え
た
時
、

市
の
名
義
と
し
無
償
貸
与
が
基
本
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
デ
マ
ン
ド
交
通
に
は
事
業
計

画
が
あ
り
、
運
行
の
内
容
に
は
車
両
、

整
備
費
も
全
て
含
め
た
内
容
と
な
っ

て
い
て
、
車
両
が
事
業
者
の
名
義
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

誤
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
：
大
田
原
と
東
京
の
直
通
バ
ス

を
検
討
い
た
だ
け
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
運
営
事
業
者
に
打
診
を
し
た

上
で
考
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
障
害
者
団
体
や
家
族
か
ら
の

現
物
給
付
の
要
望
が
出
て
お
り
、
障

害
者
や
そ
の
家
族
の
手
続
の
不
便
さ

を
解
消
し
、
生
活
の
安
定
と
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
医
療
機

関
で
の
窓
口
で
支
払
い
が
不
要
な
現

物
給
付
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
重
度
心
身
障
害
者
が
医
療
機

関
を
受
診
し
た
際
の
医
療
費
の
一
部

を
助
成
し
、
障
害
者
の
保
健
の
向
上

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
の
助
成
者
数
は
１
３
４

８
人
で
あ
り
、
助
成
額
は
９
３
６
９

万
９
２
４
６
円
で
あ
り
ま
す
。
現
物

給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
県
の
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
補
助
金
が
２
分
の

１
か
ら
４
分
の
１
に
減
額
さ
れ
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
生
じ
、
財
政
面
で
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
と
し
て
も
、
重
度
心
身
障
害
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら

も
現
物
給
付
が
望
ま
し
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度
か

ら
導
入
さ
れ
た
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
所
持
者
へ
の
助
成
拡
大

に
合
わ
せ
、
県
に
対
し
現
物
給
付
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
さ
な
い
よ
う
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
か
ら

は
、
ま
ず
対
象
者
の
拡
大
を
優
先
し
、

そ
の
上
で
他
の
助
成
制
度
と
併
せ
検

討
し
て
い
く
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
公
共

交
通
に
つ
い
て
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重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業
に

つ
い
て

一般質問
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